










2 種金属製可とう電線管でなければならない．
ただし，次に適合する場合は，1 種金属製可と
う電線管にすることができる．

① 展開した場所又は点検できる隠ぺい場所で
あって，乾燥した場所であること．

② 屋内配線の使用電圧が 300 V を超える場
合は，電動機に接続する部分で可とう性を
必要とする部分であること．

③ 管の厚さは，0.8 mm 以上であること．
�　イ．管と金属管（鋼製電線管）との接続に
TSカップリングを使用した．

2 種金属製可とう電線管と金属管との接続に
は，コンビネーションカップリング（第 8図）を
使用する．TS カップリング（第 9図）は，硬質
塩化ビニル電線管相互を接続するのに使用する．

�　ハ．ネオン変圧器の二次側（管灯回路）の配
線を，ネオン電線を使用し，がいし引き工事に
より施設し，電線の支持点間の距離を 2 mと
した．

電技解釈第 186 条（ネオン放電灯の施設）によ
る．

ネオン変圧器の二次側（管灯回路）の配線は，
ネオン電線を使用したがいし引き工事により行
い，ネオン電線の支持点間の距離を 1 m以下
にしなければならない．
�　ハ．検電器と電路の充電の有無の確認

検電器は，電路の充電の有無と接地側・非接
地側の極性を確認することができる．

絶縁抵抗は，回路計では測定できない．絶縁
抵抗を測定するには，絶縁抵抗計を使用して，
使用電圧に近い直流電圧を加えて測定する．

回転計は，電動機の回転速度を測定するもの
で，三相回路の相順（相回転）は検相器で確認す
る．

電力計は，消費電力を測定するもので，消費
電力量の測定には電力量計を使用する．

第 8図 第 9図
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�　イ．三相 3 線式の使用電圧 200 V（対地電
圧 200 V）電動機回路の絶縁抵抗を測定したと
ころ 0.18 MΩであった．

電技第 58 条（低圧の電路の絶縁性能）による．
三相 3 線式の使用電圧 200 V（対地電圧 200 

V）電動機回路の絶縁抵抗は，対地電圧が 150 
V を超えるので，0.2 MΩ以上となる．

低圧電路の絶縁抵抗は，開閉器及び過電流遮
断器で区分できる電路ごとに，第 2表の値以
上でなければならない．

第 2表　低圧の電路の絶縁抵抗

電路の使用電圧の区分 絶縁抵抗値

300 V以下
対地電圧が 150 V
以下の場合 0.1 MΩ

その他の場合 0.2 MΩ

300 V を超えるもの 0.4 MΩ

�　ロ．70Ω　2.0 mm
電技解釈第 17 条（接地工事の種類及び施設方

法）・第 29 条（機械器具の金属製外箱等の接地）
による．

定格電圧が 200 V であることから，接地工
事の種類は D 種接地工事である．接地抵抗値
は漏電遮断器が施設されていないので 100Ω以
下で，接地線（軟銅線）の太さは直径 1.6 mm 以
上でなければならない．

したがって，適切なものは接地抵抗が 70Ω，
接地線の太さが 2.0 mm のロである．
�　ハ．

クランプ形漏れ電流計を用いて，単相 3 線式
回路の漏れ電流を測定する場合は，中性線を含
むすべての電線をクランプの中に通さなければ
ならない．
�　ニ．電線管に電線を収める．

電気工事士法第 3 条（電気工事士等），施行令
第 1 条（軽微な工事），施行規則第 2 条（軽微な
作業）による．

一般用電気工作物に係る工事の作業で，電線
管に電線を収める作業は，軽微な工事及び軽微
な作業には該当しないので，電気工事士でなけ
れば従事できない．

イ，ロ，ハはいずれも軽微な工事に該当し，
電気工事士でなくても従事できる．
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�　ニ．低圧受電で，受電電力の容量が 35 
kW，出力 15 kWの非常用内燃力発電設備を備
えた映画館

電気事業法第 38 条（定義），施行規則第 48 条
（一般用電気工作物の範囲）による．

一般用電気工作物の適用を受けるものは，次
のとおりである．

① 低圧（交流 600 V 以下）で受電し，同一の
構内で電気を使用する電気工作物

② 小出力発電設備（第 3表）を有するものを
含む．

第 3表　小出力発電設備

発電設備の種類 出　力

太陽電池発電設備 50 kW 未満

風力発電設備
水力発電設備 20 kW 未満

内燃力発電設備
燃料電池発電設備
スターリングエンジン発電設備

10 kW未満

複数発電設備の合計 50 kW 未満

内燃力発電設備は，出力 10 kW 以上のもの
は小出力発電設備に該当しない．したがって，
ニは一般用電気工作物の適用を受けない．
�　ハ．直流 750 V以下，交流 600 V以下

電技第 2 条（電圧の種別等）による．
電圧は第 4表のように低圧，高圧，特別高

圧の 3 種類に区分されている．

第 4表　電圧の種別

種　別 直　流 交　流

低　圧 750 V以下 600 V以下

高　圧 低圧を超え 7 000 V 以下

特別高圧 7 000 V を超えるもの

問題 2．配線図の解答
�　ニ．O

ルームエアコンの屋外ユニットには，その図
記号に O（Outdoor）を傍記表示する．
�　イ．2

②の部分の配線は，電源からの接地側電線 1
本とスイッチ「ア」からの電線 1 本で，合計 2
本になる（第 11図を参照）．

�　ロ．確認表示灯を内蔵する点滅器
③で示す図記号 Lは，確認表示灯を内蔵す

る点滅器を表す．点滅器を「入」にすると，内
蔵された表示灯が点灯する．
�　ロ．600 V架橋ポリエチレン絶縁ビニル
シースケーブル

CV 5.5-2C（PF） と示されているのは，5.5 mm2 2
心の 600 V 架橋ポリエチレン絶縁ビニルシー
スケーブルである．ケーブルの種類は，文字記
号の CV で表し，C は絶縁材料が架橋ポリエチ
レン，V はシースがビニルであることを示す．
�　ニ．1.2

電技解釈第 120 条（地中電線路の施設），内線
規程 3165-1（施設方法）による．

ケーブルを需要場所の構内に埋設する場合
は，地中電線路の規定に準じて，直接埋設式又
は管路式で施設しなければならない．

直接埋設式によって施設する場合，車両その
他の重量物の圧力を受けるおそれがある場所で
は，埋設深さを 1.2 m 以上に，その他の場所で
は 0.6 m 以上にしなければならない．
�　ハ．ナトリウム灯

傍記記号の N は，ナトリウム灯を表す．水
銀灯は H，メタルハライド灯は M を傍記する．
�　イ．0.1

電技第 58 条（低圧の電路の絶縁性能）による．
⑦で示す部分の電路は，単相 200 V（単相 3

線式 100/200 V を電源）であるが対地電圧は
150 V 以下なので，絶縁抵抗は 0.1 MΩ以上あ
ればよい（第 2表を参照）．
�　ハ．抜け止め形コンセント

⑧で示す図記号　  は，抜け止め形コンセン
トを表す．
�　ニ．D種接地工事　500Ω

電技解釈第 17 条（接地工事の種類及び施設方
法）・第 29 条（機械器具の金属製外箱等の接地）
による．

使用電圧が 300 V 以下の電気機器の金属製
外箱には，D 種接地工事を施さなければならな
い．動作時間が 0.1 秒以内に自動的に遮断する
漏電遮断器が施設してあるので，接地抵抗の最
大値は 500Ωである．
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�　イ．制御配線の信号により動作する開閉器
（電磁開閉器）

⑩で示す図記号の機器は，開閉器の図記号 
S に電磁開閉器用押しボタン　 が接続されて
いるので，電磁開閉器である．
�　ニ．小 6個

⑪で示す VVF 用ジョイントボックス内の接
続は，第 10図のようになる．

1.6 mm 2 本の接続が 4 箇所，1.6 mm 3 本の
接続が 1 箇所，1.6 mm 4 本の接続が 1 箇所で，
合計 6 箇所の接続箇所がある．小スリーブは，
1.6 mm の電線を 4 本まで接続できるので，使
用するリングスリーブは，小 6 個である．
�　ロ．

JIS C 9711（屋内配線用電線接続工具）によ
る．リングスリーブ E 形による圧着接続に用
いる工具は，柄の握り部分が黄色のものでなけ
ればならない．
�　ハ．
（E19）と示されているので，ねじなし電線管

を用いた金属管工事である．ねじなし電線管相
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電線は，すべて
VVF1.6 とする．

第 10図

互を接続するものは，ハのねじなしカップリン
グである．
�　ロ．

⑭で示す VVF 用ジョイントボックス内の電
線接続は，第 10図のようになる．

1.6 mm 2 本の接続が 5 箇所で，2 本接続用の
差込形コネクタを 5 個使用する．
�　ニ．

絶縁抵抗計はニである．
�　イ．

⑯で示す部分の電線接続は，第 11図のよう
になる．リングスリーブ小の刻印は，次のよう
になる．
・1.6 mm 2 本　刻印○・・・1 箇所
・1.6 mm 3 本　刻印小・・・2 箇所

�　ロ．
地中配線工事には，PF 管が使用されている．

PF 管を切断する工具には，ロのフレキシブル
カッタを使用する．
�　ニ．

⑱で示す図記号 A（3A）の器具は，自動点滅器
である．
�　イ．

⑲で示す図記号 の器具は，低圧進相コン
デンサである．
�　ハ．

ハの 2 極スイッチ 2Pは，使用されていない．
イの防雨形単極スイッチ WPは工場の出入口

に，ロの位置表示灯内蔵スイッチ Hは倉庫に，
ニの確認表示灯内蔵スイッチ Lは工場に使用
されている．

小 小

ア

ア

⑯

②

B

ア

2

○

電線は，すべて
VVF1.6 とする．
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